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全国学力・学習状況調査データの活用に係る
意見交換会

令和８年３月18日(水)

文部科学省総合教育政策局

参事官（調査企画担当）付学力調査室



本日のプログラム（第２部）

15:00～15:05 開会挨拶
（文部科学省総合教育政策局参事官（調査企画担当）付学力調査室長 相原康人）

15:05～15:15 文部科学省による行政説明
（全国学力・学習状況調査の結果の分析・活用について）

15:15～15:30 大阪府教育庁によるご発表
（全国学力・学習状況調査の結果の分析・活用の取組事例について）

15:30～15:55 意見交換
（Webexでご参加の都道府県・指定都市教育委員会との意見交換）

15:55～16:00 閉会挨拶
（文部科学省総合教育政策局参事官（調査企画担当）付学力調査室室長補佐 新免寛啓）
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全国学力・学習状況調査結果の一層の活用について

項目 課題・ニーズ 対応の方向性 備考

教
育
委
員
会
・
学
校
に
お
け
る
活
用

過去の教科問
題の活用
（→本資料
p. 5-12参照）

過去の教科調査問題への活用ニーズへの対応。
過去の調査問題をMEXCBTに搭載。日常の授業、補
習、家庭学習等に用いることが可能。CBTの特性を
活かして、選択式問題は自動採点の機能が利用可能。

定性的なデー
タや事例の収
集・提供
（→本資料
p. 13-21参照）

国からの提供内容は定量的なデータが中心。定性的なデー
タ（※）が必要。

※教育委員会や学校における調査結果の活用事例、調査結
果を踏まえた対応に関するもの。

調査結果の活用事例、調査結果を踏まえた対応に関
する、
・教育委員会向けの活用状況等のアンケート
・事例収集（委託調査研究含む）
・情報交換会
を実施。
国が他教育委員会や学校の好事例を横展開。教育
委員会の企画立案や、指導主事の学校指導等での
活用を促進。

令和８年度
の結果返却
時にも活用。

結果分析ツー
ルの開発・提
供
（→本資料
p. 22-23参照）

教育委員会（都道府県・指定都市・市区町村それぞれ）が
調査結果を簡便に分析可能なツールが必要。

現在も分析ツールは存在。国が調査結果を返却する際に、
教育委員会自らが分析可能なツールを示しているものの、
・必ずしも活用されていない（認知度不足）。
・現在の分析ツールは、使用者によっては使用が難解。
・分析結果がビジュアル化されないため、そのままで
は、分析結果を学校や保護者・地域住民に伝えにくい。

等の課題あり。

分析ツールの開発。

自治体の事情に応じた多面的・柔軟な分析ができ
るように国として支援。

調査結果の深
掘り
（→本資料
p. 24参照）

調査で明らかになった課題について、丁寧な分析が必要。
（例：低SES層ほど格差が拡大している理由等）

委託研究において実施中。
（専門的な知見を活用した高度な分析に関する調査
研究）

全国学力・学習状況調査結果の利活用に向けた状況について
全国的な学力調査に関する専門家会議（令和７年度第８回）

2026年3月17日（火）10:00～12:00
資料３ー１より抜粋
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項目 課題・ニーズ 対応の方向性 備考

研
究
者
等
の
デ
ー
タ
利
活
用

データ貸与
（→本資料
p. 25参照）

データ貸与希望者がより一層データを利活用しやすい仕組
みが必要。

データ貸与に関する仕組みを改善。
【今季のデータ貸与会議でお示し済】

令和８年度
から適用。

データの整理
（→本資料
p. 26-28参照）

毎年度実施している調査結果が経年比較・分析しにくい状
況。

国研HPにて「全国学力・学習状況調査 質問調査
アーカイブ」を公開（令和８年１月）

平成19年度以降の質問調査を整理しナンバリング。
総務省事業
にて実施中。

パブリック
ユースデータ
の更新
（→本資料
p. 29参照）

平成27年度以降更新されていない。ダウンロードして学
生や統計初学者が手軽に活用できるような疑似データの更
新が必要。

令和６年度調査の１万人規模擬似データを公開
（令和８年１月公開）

全国学力・学習状況調査結果の利活用に向けた状況について
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全国学力・学習状況調査の調査問題のMEXCBTへの搭載について

全国学力・学習状況調査の過去の調査問題を教材として活用いただけるよう、MEXCBTに搭載
しております。
「全国学力・学習状況調査の調査結果の取扱いの改善等について（通知）」５．(1) (次ページ
参照）に従って、教育的な観点から適切な取扱いに留意した上で、別添「MEXCBT上で実施す
る際の一連の流れ」に従って、児童生徒の端末に調査問題を配信することができます。

〇MEXCBTに搭載されている問題
・過去に冊子による筆記方式で実施した全国学力・学習状況調査の一部
（国語、算数・数学、理科、英語）

・CBT方式にて実施した令和７年度調査「中学校理科」（公開問題）
※調査問題一式だけではなく、大問ごとにも問題を搭載しています。
※冊子による筆記方式で実施した令和７年度調査については、３月下旬
に搭載予定です。
令和８年度以降も、調査実施後に適宜問題を搭載していく予定です。

〇活用例
上記通知に従って、日常の授業のほか、補習、家庭学習等に用いることができます。
CBTの特性を活かして、選択式の問題については自動採点の機能が利用できます。

〇活用する問題の選び方例
国立教育政策研究所HPにて公開されている各教科の「報
告書」 や「解説資料」に掲載されている「問題別集計結
果」や「調査問題一覧表」において、領域・内容・評価の
観点・正答率等を確認いただくとともに、分析結果や授業
アイディア例も確認するなどして、児童生徒の実態に応じ
て配信する問題を検討することができます。

【MEXCBTでの問題配信画面】

【国立教育政策研究所HPに掲載の資料例】

全国的な学力調査に関する専門家会議（令和７年度第８回）
2026年3月17日（火）10:00～12:00

資料３ー２
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（参考）全国学力・学習状況調査の調査問題のMEXCBTへの搭載について

「全国学力・学習状況調査の調査結果の取扱いの改善等について」（令和７年６月
６日付け７文科教第507号文部科学省総合教育政策局長通知。）の「５．留意事項」
の「(1) 全国学力・学習状況調査に係る適切な取組の推進について」を、下記の通り
抜粋しますので、参考ください。

ーーーー

(1) 全国学力・学習状況調査に係る適切な取組の推進について
本調査で出題される調査問題には、学習指導要領の理念や目標、内容等に基づき

指導上重視される点や児童生徒が身に付けるべき力を具体的に示す、授業改善の
メッセージが込められている。これを踏まえ、調査問題については、調査結果の分
析データや授業アイディア例等も合わせて活用し、日常の授業や補習、家庭学習等
において、児童生徒の学習状況等に対応した教材の一つとして教育的な観点から取
り扱うことが求められること。過去の調査問題について、仮に調査結果として公表
される数値データを上昇させることのみを目的にしているととられかねないような
行き過ぎた取扱いがあれば、それは本調査の趣旨・目的を損なうものであると考え
られ、１．～４．の調査結果の取扱い等の改善の趣旨も踏まえ、引き続き「全国学
力・学習状況調査に係る適切な取組の推進について（通知）」（平成28年4月28日
付け28文科初第197号文部科学省初等中等教育局長通知）で示した内容に御留意い
ただきたいこと。
ーーーー
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児童生徒は、学
習eポータルにま
ずはアクセス

教員は、問題を配信する。

児童生徒

教員

⚫ MEXCBTを活用して問題を解く際の基本的な流れは以下のとおり。
① 開始前までに、教員は、問題を配信する。
② 児童生徒は、学習eポータルからMEXCBTにアクセスする。
③ 児童生徒は、問題を解く。
④ 解答後、児童生徒は、終了ボタンを押して、解答を提出する。
⑤ 児童生徒・教員は、解答を確認する。(※)

問題の配信方法は

次ページ

児童生徒は、学
習eポータルから
MEXCBTにアク
セス

③問題を解く

② ②

①

 しゅうりょう

これで 終 了 です。

④終了ボタンを押す

MEXCBT上で実施する際の一連の流れ 別添

(※) 自動採点される問題と、自己採点する問題があります。

⑤解答を確認する（学力調査本番時には解答の確認はできません）
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配信には以下の作業が必要です。

※  部分については、各学習eポータルのMEXCBT運用マニュアルの「問題を配
信する（教員向け）」等をご確認下さい。
マニュアルのリンク：https://support2.mexcbt.mext.go.jp/manual/

※  部分については、本資料の次ページ以降をご確認下さい。

「配信」方法に関する手順書

配信手順

学校担当者が行う作業

① 学習eポータルにログインする

② 学習eポータルで配信日時等の設定をする

③ 配信する問題を検索する

④ 配信する問題を確認する

⑤ 問題を配信する
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③配信する問題を検索する

※実際の画面は、過去の利用状況等により表示と一部異なるところがあります。

⚫ 「問題の種類から選ぶ」のタブをクリックし、「※必須」について、
「問題の種類」を【文部科学省_全国学力調査_過去問】に、
「形式」を【複数問題形式】か【一問一答形式】のどちらかの項目を選択してください。
※ 【複数問題形式】で検索すると調査問題一式が、

 【一問一答形式】で検索すると大問ごとの問題一覧が選択できます。
※ CBTで実施した令和７年度調査「中学校理科」の公開問題を検索する場合は、「問題の

種類」として【文部科学省_全国学力調査CBT_過去問】を選択ください。

⚫ 「教科」の選択（国語、算数/数学、理科、外国語（英語））、「学年」の選択（小学6年、
中学3年）、「タイトル」に実施年を入力することで、検索一覧を絞ることが出来ます。

⚫ 「検索」ボタンをクリックします。

形式：複数問題形式 or 一問一答形式

問題の種類：文部科学省_全国学力調査_過去問

「配信」方法に関する手順書

文部科学省_全国学力調査_過去問

令和５年

算数/数学中学3年
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④配信する問題を確認する

⚫ 「検索」をクリックすると、条件に該当する問題の一覧が表示されます。配信したい問題の 
左に表示されているチェックボックスにチェックを入れ、「選択した問題を確認」をクリックします。

※実際の画面は、過去の利用状況等により表示と一部異なるところがあります。

「配信」方法に関する手順書
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⑤問題を配信する

⚫ 確認画面が表示されるので、「追加する」をクリックすると、選択した問題が学習eポータルで
配信されます。

※実際の画面は、過去の利用状況等により表示と一部異なるところがあります。

「配信」方法に関する手順書
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解答結果について

※実際の画面は、学習eポータルにより表示が異なります。

「結果の確認」方法について

⚫ 解答結果を学習eポータルから確認することができます。
⚫ 選択式問題は即時で自動採点されます。
⚫ 記述問題等については、自動では採点されないため、最後の「正答例」をみて、確認してく
ださい。

⚫ 児童生徒の解答内容は、教員が確認することも可能です。
⚫ なお、本番の学力調査では、学習eポータルから解答結果を確認することはできません。

結果の確認（実証用学習eポータルの場合） 自動採点のイメージ

※実際の画面は、過去の利用状況等により表示と一部異なるところがあります。 12



「令和７年度全国学力・学習状況調査の結果公表及び調査結果の活用や取扱いについて」（抄）

（令和７年８月８日付け７文科教第799号文部科学省総合教育政策局長通知）

各教育委員会・学校等においては、令和７年度調査実施要領７．(4)に基づき、調査結果を十分活用して、児童生徒

の学力や学習状況を把握・分析することによって、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、その

ような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立すること。また、学校における学習指導の充実

や学習状況の改善に役立てることが重要であること。（略）

２．令和７年度調査結果の活用及び取扱いについて

(1) 調査結果の活用

令和７年度 全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた
学習指導の改善・充実に向けた説明会
2025年８月20日（水）13:00～17:00

説明資料１より抜粋

全国学力・学習状況調査
教育委員会・学校への提供データ
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１．学校への提供データ

（注）小学校の例です。中学校も同様です。

自校の調査結果概況 自校の問題別調査結果 自校の児童質問調査の回答結果集計

学校番号_01 学校番号_02
問題別調査結果

学校番号_03
問題別（解答類型）調査結
果

学校番号_04
＜表＞

学校番号_05
＜グラフ＞

自校児童の解答・回答状況 自校の学校質問回答状況 自校の結果チャート 個人票

学校番号_06 学校番号_07 学校番号_08 学校番号_11

学校/学級別解答状況整理表（S-P表）

学校番号_09 学校全体 学校番号_10 学級別

１－１．各学校のデータ

☞文部科学省HP「学校/学級別解答状況整理表（S-P表）の活用方法について」
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/1409618.htm
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調査結果概況 問題別調査結果 児童質問調査の回答結果集計

小学校設置者コード_01 小学校設置者コード_02
問題別調査結果

小学校設置者コード_03
問題別（解答類型）調査結
果

小学校設置者コード_04
＜表＞

小学校設置者コード_05
＜グラフ＞

学校質問調査の回答結果集計 クロス集計 実施概況 学校質問回答状況

小学校設置者コード_06
＜表＞

小学校設置者コード_07
＜グラフ＞

小学校設置者コード_08
児童質問×正答率

小学校設置者コード_09
実施概況（教委全体・学校
別）

小学校設置者コード_10
所管学校の回答状況

各学校の結果チャート 市町村の結果チャート

小学校設置者コード_11・12
結果チャート（全国との比較）

小学校設置者コード_13・14
結果チャート（都道府県との比較）

小学校設置者コード_15

小学校設置者コード_16 所管学校の調査結果（ＺＩＰファイル）解除パスワード一覧

２．市町村教育委員会への提供データ①

２－１．各市町村教育委員会のデータ （注）小学校の例です。中学校も同様です。
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２．市町村教育委員会への提供データ②

２－２．ローデータ（.csv） （注）小学校の例です。中学校も同様です。

２－３．所管する学校のデータ

（所管する全ての学校の１－１．のデータ）※個人票を除く

各学校のローデータファイル
各児童（教科調査）のローデータファイ

ル
各児童（質問調査）のローデータファイ

ル

小学校設置者コード_学校_R7.csv

所管学校ごと（１行ごと）にデー
タが並んでいる

小学校設置者コード_教科_R7.csv

所管学校の児童ごと（１行ごと）
に教科調査に関する情報が並んで
いる

小学校設置者コード_質問_R7.csv

所管学校の児童ごと（１行ごと）
に質問調査に関する情報が並んで
いる
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３．都道府県教育委員会への提供データ①

調査結果概況 問題別調査結果

都道府県番号_01
児童（域内の学校）ごと

都道府県番号_02
域内の学校ごと

都道府県番号_03
域内の市町村教育委員会ご
と

都道府県番号_04
問題別調査結果

都道府県番号_05
問題別（解答類型）調査結
果

児童質問調査の回答結果集計 学校質問調査の回答結果集計 実施概況

都道府県番号_06
＜表＞

都道府県番号_07
＜グラフ＞

都道府県番号_08
＜表＞

都道府県番号_09
＜グラフ＞

都道府県番号_12
実施概況（県全体・市町村
別）

クロス集計 都道府県の結果チャート 質問調査経年変化グラフ

都道府県番号_10
児童質問×正答率

都道府県番号_11
学校質問×正答率

都道府県番号_13 都道府県番号_1４
児童質問調査

都道府県番号_15
学校質問調査

３－１．各都道府県のデータ
（注）小学校の例です。中学校も同様です。

17



３．都道府県教育委員会への提供データ②

３－２．ローデータ（.csv）

各学校のローデータファイル
各児童（教科調査）のローデータファイ

ル
各児童（質問調査）のローデータファイ

ル

都道府県番号_学校_R7.csv

域内の学校ごと（１行ごと）に
データが並んでいる

都道府県番号_教科_R7.csv

域内の学校の児童ごと（１行ご
と）に教科調査に関する情報が並
んでいる

都道府県番号_質問_R7.csv

域内の学校の児童ごと（１行ご
と）に質問調査に関する情報が並
んでいる

（注）小学校の例です。中学校も同様です。

３－３．域内教育委員会のデータ

３－１´．各都道府県（指定都市を除く）のデータ ※指定都市が所在する道府県のみ

（３－１．と同様のデータ）

（域内の全ての市町村教育委員会の２－１．のデータ）

３－４．所管及び域内の学校のデータ

（所管及び域内の全ての学校の１－１．のデータ）※個人票を除く
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⚫ 各学校において自らの児童生徒の学力・学習状況等を多面的な分析を行うことをねらいとして提供（平成21年度～）

⚫ 令和7年度から、児童生徒の学力・学習状況をより細やかに分析し、特徴を把握しやすくする観点から、２つの結果チャートの

 領域構成と利用する児童生徒質問の項目を見直し、「都道府県・指定都市の結果チャート」を初めて公表。

領域番号 領域名
児童（生徒）質問

対応領域・質問番号

１ 国語の学力

２ 算数（数学）の学力

３ 理科の学力

４ 主体的・対話的で深い学び （３１）～（３５）（３７）（３９）

５ ICTを活用した学習状況 （２８）（２９）

６ 国語に関する意識 （４４）（４５）（４７）

７ 国語の学習活動 （４６）（４８）～（５１）

８ 算数(数学)に関する意識 （５２）（５３）（５５）（５６）

９ 算数（数学）の学習活動 （５４）（５７）～（５９）

１０ 理科に関する意識

（６０）（６１）（６３）～（６５）
小学校
（６０）（６１）（６３）～（６６）      
中学校

１１ 理科の学習活動

（６２）（６６）～（７０）  
小学校    
（６２）（６７）～（７０）         
中学校

＜教科を中心とした学力・学習状況の領域名と児童（生徒）質問番号の対応一覧表＞

※領域番号１～3については、各教科の全国平均正答率(中学校の領域番号３については全国平均IRTスコア)を
基準として比較したものである。

※領域番号４～１１については、「小学校児童（中学校生徒）質問対応領域・項目番号」に表示した質問にお
ける「選択肢別の得点換算」の全国平均値を基準として比較したものである。

＜その他の学力・学習状況（学習習慣、自己有用感等）の領域名と児童（生徒）質問番号の対応一覧表＞

領域番号 領域名
児童（生徒）質問

対応領域・質問番号

１２ 総合・学級活動・道徳 （４０）～（４３）
１３ 生活習慣 （１）～（３）
１４ 学習習慣 （１７）（１９）
１５ 読書等 （２１）～（２４）
１６ 自己有用感等 （５）（６）（１０）（１２）（１４）（１５）
１７ 向社会性 （８）（９）（１１）（２７）
１８ 主体的な学習の調整 （１６）（３６）

※領域番号１２～１８については、「小学校児童（中学校生徒）質問対応領域・項目番号」に表示した
質問における「選択肢別の得点換算」の全国平均値を基準として比較したものである。

都道府県・指定都市別の児童生徒・学校質問調査の「領域別回答状況」の得点換算方法

(1) 学校別に、領域ごとの質問項目回答割合から、肯定的な回答割合が高いほど点数が高くな

るよう得点を算出。

(2) (1)で学校別に算出した得点を全国平均が０、標準偏差が１になるように標準化する。

(3) 当該都道府県（又は指定都市）内の算出の対象とする全学校について、(2)の数値の平

均を算出する。

(4) (3)で算出された得点に5.0を加える。

１．結果チャートの見直し経緯

結果チャートについて
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「令和８年度全国学力・学習状況調査」担当者会議
2025年12月12日（金）14:00～16:00

資料１－３より抜粋



＜参考：令和７年度の都道府県・指定都市の結果チャート＞
②都道府県・指定都市別ノート①都道府県・指定都市結果チャート一覧

「国語に関する意識」の数値が高い

(例)小学校 秋田(教科) 中学校 岩手(その他)

「向社会性」の数値が高い
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今回改善・公表した、令和７年度の結果チャートの枠組みを維持しつつ、更なる改善に向けて、レイアウトや内
容等について一部変更を行う。

２．令和８年度調査 結果チャートの方向性 

基準得点
記載

5.0

R8質問項目
に応じて、
新規領域追
加を検討

4.5

5.5

5.5

4.05.5

4.7

5.0
全国平均5.0
基準線明記

4.0

5.5

4.0

4.05.5

5.5

4.0 5.0

5.0

5.54.9

5.5
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全国的な学力調査に関する専門家会議（令和７年度第４回）
全国的な学力調査のCBT化検討ワーキンググループ（令和７年度第２回）

合同会議
2025年７月14日（月）10:00－12:00

資料５より抜粋

全国学力・学習状況調査ダッシュボードのイメージ（令和７年７月時点）
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令和６年度全国学力・学習状況調査（以下「令和６年度調査」という。）の経年変化分析調査においては、

小学校国語・算数、中学校国語・英語についてスコアの低下が見られた。このことについて、令和６年度調

査の保護者に対する調査や、その他の既存の各種データを用いるとともに、必要に応じて追加的な調査を行

い、児童生徒の状況、社会経済的背景（SES（Socio-Economic Status））を含む家庭の状況、学校の状

況、新型コロナウイルス感染症による生活環境の変化等について分析し、要因を探る。その際、スコアの低

下が見られなかった学校等における特徴的な取組事例を収集する。また、児童生徒の学力に影響を与えうる

社会変化の影響を捉える手法についても検討する。

学力調査を活用した専門的な課題分析に関する調査研究
（専門的な知見を活用した高度な分析に関する調査研究）について

教育施策の検証や学習指導の改善を図る上で、全国学力・学習状況調査の結果の分析・活用が重要。

このため、大学等の研究機関等の専門的な知見を活用した高度な分析を行い、成果報告書を公表している。

○本調査研究の概要

①学力低下が、どこで、どの程度生じているかに関する実態把握
②学力低下の要因に関する多面的な検討
③学力低下に抗している学校の特徴に関する情報収集
④保護者に対する調査のモード効果の検証

研究テーマ

経年変化分析調査および保護者に対する調査の結果等を活用した専門的な分析

受託者：国立大学法人福岡教育大学

○令和７年度調査研究の内容
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令和８年度以降の貸与手続きの改善について

2-3月4-5月 6-7月 8-9月 10-11月 12-1月

第２期（個票データ）

申出期間→審査

第１期（個票データ）

申出期間→審査

第３期（個票データ）

申出期間→審査

通年（匿名データ）

審査

★個票データ★

・新規重要案件

・継続新規案件

・実質的継続案件※

・申出事項変更※

・条件付承諾に伴う補正手続き

★匿名データ★

★相談★

審査

通

年

に

お

い

て

伴

走

支

援

※随時書面審査

【改善点】
・申出受付の通年化
・継続新規案件の手続き簡素化及び補正手続きの導入（有識者会議の書面審査も活用）
・新規申出案件、申出事項変更対応など、よりきめ細かに相談対応（伴走支援）

●「全国学力・学習状況調査」の集計結果データの貸与手続きに関する年間スケジュール

令和７年度以前

令和８年度以降

「全国学力・学習状況調査」の集計結果データの貸与に関する
有識者会議（令和７年度第６回）

2026年２月20日（金）10:00～12:00
資料２より抜粋
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公教育データ・プラットフォームの
リニューアルについて

～全国学力・学習状況調査関連のコンテンツを中心に～

令和８年３月17日
国立教育政策研究所 教育データサイエンスセンター

National Institute for Educational Policy Research

公教育データ・プラットフォームとは、文部科学省や国立教育政策研究所等が
実施した教育分野の自治体・学校等の状況に関する調査データや研究成果・取
組事例を集約するプラットフォームです。

国立教育政策研究所では、本年３月23日に公教育データ・プラットフォーム
（公教育DPF）をリニューアル予定です。

（リニューアル後のトップページ☞ https://www.nier.go.jp/edsc/edp/index.html ）

本資料では、リニューアルに先立って一部先行公開中の全国学力・学習状況調
査関連のコンテンツを紹介します。

全国的な学力調査に関する専門家会議（令和７年度第８回）
2026年3月17日（火）10:00～12:00

資料３ー３
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１．データで見る日本の教育

日本の教育に関するデータを、グラフやチャートなどで可視化しました。可視化されたデータについて更に掘り下げたい
方向けに、集計結果データや擬似データの情報も掲載しています。 ※コンテンツは順次掲載していきます。

リニューアル後の公教育DPF（イメージ）

・
・
・

データで見る日本の教育

公教育データ・プラットフォーム データで見る日本の教育 データで見る日本の教育
「全国学力・学習状況調査」

一部先行公開中
（3/23以降もコンテンツ追加予定）

掲載URL（公教育DPSリニューアル後も変わりません）☞ https://www.nier.go.jp/edsc/edp/data/index.html
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１．質問項目一覧 ２．回答の経年変化

データで見る日本の教育「全国学力・学習状況調査」の掲載コンテンツ①

質問調査アーカイブ（1/27公開）

過去の報告書に掲載されている質問項目を、カテゴリーごとに掲載。

結果を閲覧したい質問項目を選択して「回答の経年変化をみる」を
クリックすると、経年変化のグラフを閲覧できる。

カテゴリーを選択し、集計結果を閲覧したい質問項目を選択。

選択した項目の質問文（最新）と集計結果の経年比較のグラフが表示される。

全国学力・学習状況調査では、平成19年度の調査開始以降、児童生徒に対する質問調査と学校に対する質問調査が実施さ
れてきました。毎年度の調査結果は報告書に取りまとめられ、国立教育政策研究所ホームページにてpdfファイルが公表され
ています。しかし、年度ごとの報告書から質問調査の全体像を把握するのは難しい状況でした。

そこで、デジタル庁ファクト＆データユニットの協力により、これまでの全国学力・学習状況調査「児童生徒質問調査」
「学校質問調査」の質問項目や回答結果の全体像を見ることができるツールを開発しました。

掲載URL（公教育DPSリニューアル後も変わりません）☞ https://www.nier.go.jp/edsc/edp/data/zenkokugakuryoku/index.html#questionnaire
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データで見る日本の教育「全国学力・学習状況調査」の掲載コンテンツ②

パブリックユースデータ（擬似データ）（1/27公開）

全国学力・学習状況調査は、全国の小学校６年生（約100万人）、中学校３年生（約100万人）を対象に、文部科学省・国立教育政策研究所が共
同で実施しています。本調査の集計結果データについては、文部科学省から大学等の研究者や公的機関の職員等に一定期間貸与する制度がありま
す（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/sonota/1386492.htm）。

このデータをより広く一般的に活用していただけるよう、文部科学省と国立教育政策研究所にて、令和６年度全国学力・学習状況調査について、
調査結果の統計的性質を一部保存しながら擬似データを作成しました。この擬似データは個別情報（特定の児童生徒個人、学校、設置管理者等）
の秘匿を気にすることなく、統計演習など教育目的等のために自由にご利用いただけます。

(注)導かれた分析結果を実証研究の結果と見なすことはできませんので、ご留意ください。

小学校児童の擬似データ（１万人規模） 中学校生徒の擬似データ（１万人規模）

サンプルは１万。サンプルごとに、
・国語(14問)・算数(16問)の正答数
・地域規模
・性別
・国語・算数の設問ごとの正誤情報
・児童質問調査(20問)の回答状況

に関する情報が並んでいる。

サンプルは１万。サンプルごとに、
・国語(15問)・数学(16問)の正答数
・地域規模
・性別
・国語・数学の設問ごとの正誤情報
・生徒質問調査(20問)の回答状況

に関する情報が並んでいる

掲載URL（公教育DPSリニューアル後も変わりません） ☞ https://www.nier.go.jp/edsc/edp/data/zenkokugakuryoku/index.html#pseudo
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２．教育データ活用講座（3/4リニューアル）

自治体担当者を対象とした、教育データ活用力向上のための動画・資料を作成・掲載しています。
※コンテンツは順次掲載していきます。

1.全国学力・学習状況調査の結果を活用するための解説動画 2.全国学力・学習状況調査 具体的な分析方法の例

全国学力・学習状況調査の調査結果を最大限に生かし、日々の指導
改善・充実につなげられるよう、データの見方や課題・成果の見つ
け方などについて、具体例を基に分かりやすく解説しています。

全国学力・学習状況調査の結果データとして、教育委員会には域
内・所管の学校の児童生徒の解答・回答内容が分かるローデータ
ファイル（csv形式）が返却されます。このローデータファイルを
使った分析方法を紹介します。

3.教育データ活用力向上のための入門講座

これからデータ活用に取り組む教育委員会の指導主事等(特に小・
中学校段階)を対象とした入門講座です。

掲載URL（公教育DPSリニューアル後も変わりません）☞ https://www.nier.go.jp/edsc/edp/seminar/index.html
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全国学力・学習状況調査の分析に関する研修動画を公開します

全国学力・学習状況調査の結果にかかる情報（帳票や結果公表資料）が多様化・多面化する中で、
主に各都道府県・政令指定都市の指導主事を対象として、IRT等を用いた分析に関する研修動画を公開します。
公表資料や自治体に返却されたデータについて分析を進めていく際の参考としてご活用ください。

４月中旬頃に、国立教育政策研究所ＨＰにて公開予定です。

掲載URLはこちら☞ https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

タイトル 内容

①
全国学力・学習状況調査の概要と

教科調査に関する公表物の活用等について

・全国学力・学習状況調査（悉皆）の概要と結果公表の大まかな
 スケジュール
・国立教育政策研究所の公表物とその活用例の紹介 等

②
全国学力・学習状況調査における

ＩＲＴ入門
・ＩＲＴに関する基礎情報
・全国学力・学習状況調査におけるＩＲＴスコアの取り扱い 等

③
ＩＲＴバンド別類型割合グラフの

読み取り方
・ＩＲＴバンド別類型割合グラフの読み取り方と具体例

④
全国学力・学習状況調査 中学校理科
ＩＲＴバンド別類型割合グラフを生かした

授業改善について

・中学校理科におけるＩＲＴバンド別類型割合グラフを活用した
授業改善のポイント 等

<研修動画一覧>（計4本、１本15分間程度）
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